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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】携帯電話機入れ、小銭入れ、小物入れ、薬入れ
等の被携帯物をかばんの外面に容易に着脱することがで
きるようにしたかばんを提供する。
【解決手段】かばん１の外面にはスナップボタンの雄部
材９ａを取り付け、被携帯物１１の外面には該雄部材９
ａに対応するスナップボタンの雌部材９ｂを取り付け、
該雄部材９ａを該雌部材９ｂに嵌脱させることにより該
被携帯物１１をかばん１の外面に着脱自在ならしめたこ
とを特徴としてかばんを構成する。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　かばんの外面にはスナップボタンの雄部材を取り付け、被携帯物の外面には該雄部材に
対応するスナップボタンの雌部材を取り付け、該雄部材を該雌部材に嵌脱させることによ
り該被携帯物をかばんの外面に着脱自在ならしめたことを特徴とするかばん。
【請求項２】
　かばんの外面にはスナップボタンの雌部材を取り付け、被携帯物の外面には該雌部材に
対応するスナップボタンの雄部材を取り付け、該雄部材を該雌部材に嵌脱させることによ
り該被携帯物をかばんの外面に着脱自在ならしめたことを特徴とするかばん。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、かばんに関するものであり、特に、携帯電話機入れ、小銭入れ、小物入れ、
薬入れ等の被携帯物をかばんの外面に容易に着脱することができるようにしたかばんに係
るものである。
【０００２】
本考案における「かばん」とは、書類入れかばん、手提げかばん、折りかばん、肩掛けか
ばん、ハンドバッグ、スーツケース、ボストンバッグ、ランドセル、リュックサック、ト
ランク、グラッドストーン等の携帯可能な収納体をいうものとする。
【背景技術】
【０００３】
携帯電話機入れ、小銭入れ、小物入れ、薬入れ等の被携帯物をかばんの内部に収納するこ
とは可能であるが、このような被携帯物をかばんに対し出し入れする作業は面倒である。
例えば、混雑している鉄道駅にて電車の乗車券を購入する際に、かばんの内部に収納され
ている小銭入れをかばんから取り出して乗車券を購入し、購入後、該小銭入れを再びかば
んの内部に戻す作業は面倒であり、小銭入れを紛失するおそれもある。
【０００４】
そこで、例えば実用新案登録第３１０７４７３号公報に示すように、かばんの外面に収納
ポケットを備えさせ、該収納ポケットに被携帯物を出し入れすることができるようにした
かばん（以下「従来のかばん」という。）が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第３１０７４７３号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかるに、上記従来のかばんにおいても、かばんの外面に備えさせた収納ポケットに被
携帯物を出し入れすることは面倒である。
【０００７】
このような状況に鑑み、本考案は、携帯電話機入れ、小銭入れ、小物入れ、薬入れ等の被
携帯物をかばんの外面に容易に着脱することができるようにしたかばんを提供しようとし
てなされたものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
上記課題を解決するために、本考案は、下記のかばんを提供する。
【０００９】
（１）かばんの外面にはスナップボタンの雄部材を取り付け、被携帯物の外面には該雄部
材に対応するスナップボタンの雌部材を取り付け、該雄部材を該雌部材に嵌脱させること
により該被携帯物をかばんの外面に着脱自在ならしめたことを特徴とするかばん（請求項
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１）。
【００１０】
（２）かばんの外面にはスナップボタンの雌部材を取り付け、被携帯物の外面には該雌部
材に対応するスナップボタンの雄部材を取り付け、該雄部材を該雌部材に嵌脱させること
により該被携帯物をかばんの外面に着脱自在ならしめたことを特徴とするかばん（請求項
２）。
【００１１】
　本考案における「かばんの外面」には、肩掛ストラップの表面も含まれるものとする。
【考案の効果】
【００１２】
［請求項１の考案］
　請求項１の考案によれば、被収納物の外面に取り付けたスナップボタンの雌部材にかば
んの外面に取り付けたスナップボタンの雄部材を嵌脱させることにより該被携帯物をかば
んの外面に着脱自在ならしめているため、被携帯物をかばんの外面に容易に着脱すること
ができる。
【００１３】
すなわち、被携帯物はかばんの外面に露出した状態で取り付けられており、被携帯物を使
用する際には、かばんの収納ポケット等を開けることなく、該被携帯物をかばんの外面か
ら容易に取り外すことができる。また、被携帯物をかばんに戻す際には、かばんの収納ポ
ケット等を開けることなく、該被携帯物をかばんの外面に容易に取り付けることができる
。
【００１４】
　被携帯物は、スナップボタンの雌部材を外面に備えていれば、いかなる形状、用途のも
のでも、かばんの外面に選択的に取り付けることができる。
【００１５】
　被携帯物をかばんの外面に取り付けたときには、被携帯物は露出しているため、被携帯
物を取り付けたかばんは、他者の目を引く面白いものとなる。
【００１６】
［請求項２の考案］
　請求項２の考案は、スナップボタンの雌雄関係をかばんの外面と被携帯物の外面とで逆
にしたものであり、請求項１の考案と同様の効果を発揮する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本考案によるかばんの一例を示す斜視図である。
【図２】図２は、同上かばんにおけるスナップボタンの雄部材と雌部材との関係を示す断
面図である。
【考案を実施するための形態】
【００１８】
　符号１に示すものは、かばんである。かばん１は、形状、寸法、材質の如何を問わない
。
【００１９】
　図１に示すかばん１は、スライドファスナー３と、取っ手５と、肩掛ストラップ７とを
備えている。
【００２０】
　図示の事例においては、かばん１の外面にはスナップボタン９の雄部材９ａを取り付け
、携帯電話機入れ、小銭入れ、小物入れ、薬入れ等の被携帯物１１の外面には該雄部材９
ａに対応するスナップボタン９の雌部材９ｂを取り付け、該雄部材９ａを該雌部材９ｂに
嵌脱させることにより該被携帯物１１をかばんの外面に着脱自在ならしめている。
【００２１】
　被携帯物１１は、携帯電話機入れ、小銭入れ、小物入れ、薬入れ等の他、かばん１の外
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【００２２】
　スナップボタン９は、雄部材９ａと該雄部材９ａに対応する該雌部材９ｂとを備えたも
のであれば、如何なるものであってもよい。
【００２３】
　図２に示すスナップボタン９は、かばん１の表面形成部材１３に設けられた透孔１５に
雄部材９ａを取り付け、被携帯物１１の表面形成部材１７に設けられた透孔１９に雌部材
９ｂを取り付けてなるものである。
【００２４】
　図２に示すスナップボタン９において、雄部材９ａは突起２１を備えている。該突起２
１の先端部は、容易に弾性変形するようにスリット２３により分割されている。該突起２
１の先端部は、側方に突出する大径部２５を備えている。
【００２５】
　図２に示すスナップボタン９において、雌部材９ｂは、雄部材９ａの突起２１に対応す
る挿入孔２７を備えている。該挿入孔２７は、該挿入孔２７の内方に突出する係合凸部２
９を備えている。該係合凸部２９は、突起であってもよいが、突縁であってもよい。係合
凸部２９により狭められる部分の内径は、雄部材９ａにおける突起２１の先端部に形成さ
れた大径部２５の外径よりもやや小さい。
【００２６】
　スナップボタン９における雄部材９ａと雌部材９ｂとを相互に入れ替えても差し支えな
い。すなわち、図１、図２に示す事例とは逆に、かばん１の外面にはスナップボタン９の
雌部材９ｂを取り付け、被携帯物１１の外面には該雌部材９ｂに対応するスナップボタン
９の雄部材９ａを取り付け、該雄部材９ａを該雌部材９ｂに嵌脱させることにより該被携
帯物１１をかばん１の外面に着脱自在ならしめても差し支えない。
【００２７】
　かばん１の外面にはスナップボタン９の雄部材９ａ又は雌部材９ｂを多数個取り付ける
ことが望ましい。
【符号の説明】
【００２８】
１　かばん
３　スライドファスナー
５　取っ手
７　肩掛ストラップ
９　スナップボタン
９ａ　雄部材
９ｂ　雌部材
１１　被携帯物
１３　表面形成部材
１５　透孔
１７　表面形成部材
１９　透孔
２１　突起
２３　スリット
２５　大径部
２７　挿入孔
２９　係合凸部
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